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1. 調査研究の背景と目的
我が国の大学における核融合研究開発が如何に進められてきたかについて歴史的な資料に基づき明らかにしていくことは、社会と他分野の

研究者に対する説明責任を果たすためにも、また今後の研究の進展を図るためにも必要となる。このような観点から、研究推進に係わる基本

的資料を、収集・整理・データベース化することにより、広く関係研究者の利用に供しようという目的のもとに、核融合科学研究所(NIFS)の
共同研究（西尾成子代表）の一環として、主に大学関係の関連資料を中心とした標題の調査研究を始めた。

2. 調査研究の進捗状況
(1) 資料の収集と整理・データベース化： 既に各方面のご協力により収集できた資料については整理を進め、順次データベース化の作業
を遂行している。1999～2002 年に、延べ約 1 万項目（「資料の提供元の異なる同一資料」の重複を含む）がリストアップされた。資料
毎に ID番号を付して封筒に入れ、それを約 300個の段ボール箱に格納し、仮保管している。将来的には図書館または研究所アーカイブ
ズに収納し、公開・開示を目指す方向で動いている。

(2) 資料の能動的収集： 本研究では、貴重な資料が散逸・破棄される前に時機を失することなく収集し、また極力系統的な資料の整備を
目標とする。そのために能動的資料収集を行っている。その一環として、インタビュー形式での資料化を試みた。関口忠・東大名誉教

授に、2000年 8月と 2002年４月の２回にわたってお話しを聞いた［第 1回記録：NIFS-MEMO-33、第 2回記録：NIFS-MEMO-40］。

(3) 資料の活用： 未だ極めて不完全な資料ではあるが、原則的公開を前提として活用促進のための準備を進めている。目録データベース
は公開できる状態であり、既に若干の希望された研究者に対しては資料の閲覧を含め、活用していただいている。

3. 今後の課題
資料の充実・整備と、その有効活用に向けた恒常的管理運用体制（研究所アーカイブズ）の確立。 国内外の関連機関活動との協力。

27pA46P


